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ペットも家族の一員です
愛情と責任をもって飼いましょう！
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★登録をし、狂犬病予防注射を受けましょう
・
生後９１日目以降の犬は、登録と毎年一回の狂犬病予防注射を受けることが

法律で定められています。
・
登録の手続きは生涯に一度だけですが、転居した場合や犬を譲り受けたとき、

また、犬が亡くなったときは必ず市民課市民生活係まで届出してください。
※　市外に転出された場合は、転出先の市町村に届出することになります。
★不幸な犬を増やさないようにしましょう
・
繁殖を希望しない場合には、去勢・避妊手術を受けるようにしましょう。

引き取り手が無く処分されてしまう仔犬を減らしましょう。
・
去勢･避妊手術を行うと、オスは前立腺、メスは乳ガン等の病気を予防する

こともできます。
★犬を捨てないで
・
何らかの事情により飼えなくなったときは、宮城県塩釜保健所（電話３６３－５５０５）に相談してください。犬・猫を捨てた場合、動物の愛護及び管理に関する法律により罰せられることもあります。
・
宮城県では、毎月２回、飼えなくなった犬猫の引き取りを行っております。日程については「広報しおがま」を参照いただくか、宮城県塩釜保健所までお問い合わせ下さい。

　　★飼い方のマナー守っていますか？
・　年々、犬の糞や無駄吠えに対する苦情や相談が増えております。犬は家族の一員であり、その責任は飼主が負うことになります。周囲の方にも気を配り、地域の一員となれるよう心がけましょう。
★適度な運動をさせましょう
・　
運動することによって、ストレスの解消にもなり、無駄吠えの予防にもなります。
・　
散歩をするときは犬を制止できる方が行い、必ずリードをつけて下さい。また、公道・公園など公共の場所で犬を放すのは禁止されています。
★散歩とトイレは分けましょう
・
街は犬のトイレではありません。自宅の壁や庭、公園等にオシッコや糞をされて気分の良い方はおりません。衛生的にも問題がありますので、散歩に出る際は自宅でトイレを済ませ、散歩中にオシッコや糞をさせないようにして下さい。
・
もし、散歩中にオシッコや糞をした場合は、飼主が必ず始末して下さい。
★飼主がリーダーシップを
　・　犬が飼主を格下と認識していると、自分勝手な行動や無駄吠えを繰り返すなど、問題行動につながります。適切な躾けにより、飼主＝リーダーとなるよう心がけましょう。





犬の飼い主の皆様へ
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問い合わせ先　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　★飼い犬がいなくなったら　…


塩竈市市民生活部市民課市民生活係　　　　　　　　　　　　　塩釜警察署（３６２－４１４１）　または


電話　３６４－１１１１（内線２４４、２４８）　　　　　　　塩釜保健所（３６３－５５０５）　にもご連絡ください。
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